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◇医療系専門職教育

6．理学療法教育＊1

高橋　精一郎＊2

1．理学療法教育の開始

　1963年，日本に理学療法士養成校が設置され

て1）以来，2009年には246校に，入学定員は20

名から13，199名に増加した2）．当初はWHOから

派遣された外国人教師によって専門科目の授業が

行われ，教科書は手作りの英語のプリントであっ

た．現在では日本人の教員により日本語の教科書

を用いた授業が行われている．理学療法士及び作

業療法士法では，理学療法は「身体に障害のある

者に対し，主としてその基本動作能力の回復を図

るため，治療体操その他の運動を行わせ，及び電

気刺激マッサージ，温熱その他の物理的手段を

加えることをいう」3）と定められており，当初は

運動機能の回復に主眼を置いた教育内容であった

が，最近は四肢障害から内部障害へと広がりをみ

せると共に，社会的ニーズの高まりによって障害

の予防や健康維持の領域へも内容が拡大してい

る．

2．理学療法士教育の体制

　厚生省は4年制大学教育の構想をもって計画し

たものの，諸事情により3年制専門学校でのス

タートとなった．当初は国立や国の外郭団体によ

る学校設置が主であったが，1968年に私立の4

年制専門学校が開校した．1979年には3年制短

期大学として金沢大学医療技術短期大学部が設置

され，その後国公私立の短期大学や多数の3年

制・4年制の専門学校の開校が続いた．1992年に

は広島大学医学部保健学科で4年制大学教育が開
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始された．理学療法士育成増の施策により，夜間

部の教育も取り入れられたが，最近では3年制専

門学校の減少，夜間部の閉鎖が進んでいる．一方

で4年制専門学校と大学の増加がみられており，

中でも大学教育にシフトする傾向が強く，現在は

3つの養成形態（3年制専門学校，4年制専門学

校，大学）がおよそ1／3ずつとなっている．加え

て，1996年からは大学院教育が開始され，2009

年では71校の大学の中で35校において大学院教

育が実施されている2）．

3．理学療法士教育内容

　当初は3年間で即戦力の理学療法士の育成を目

的とした教育内容であるため，すべてが医学なら

びに理学療法の基礎や専門科目であったといって

も過言ではない．専門科目は先に記した外国人教

師による英語での授業のため，まず言葉を聞き取

れなければ内容は理解できず，当時の学生には英

語の辞書は必需物であった．一般教養科目といわ

れるものはわずかであり，選択科目は全くないカ

リキュラムで，時間割に提示された科目はすべて

受講しなければならなかった．現在の専門学校で

は当時のカリキュラムと大差がない．

　最終学年で実施される臨床実習においては，当

初は30週から32週の期間で，整形外科疾患をは

じめとして中枢神経疾患，小児疾患，内部疾患な

ど，理学療法に関わりのある疾患や疾病について

は必須であり，実習施設は5～6施設で，いずれ

の施設でも多くの対象者を担当していた．現在の

実習期間は18週程度と短くなり，実習施設も2

～3施設で，小児に関しては希望者のみとなって

いる養成校が多く，希望しても実習できない状態

もみられる．医療安全管理上の問題や入院期間の

短縮などにより，対象者の入院から退院までを通


